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●
上
豊
内
の
美
し
い
風
景
と
歴
史
を

　
地
図
づ
く
り
の
交
流
活
動
で
再
発
見

　
上
豊
内
区
（
赤
星
照
雄
区
長
99
世
帯
）
で
は
、

地
域
住
民
が
共
同
で
活
動
を
行
う
こ
と
で
区
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性
化
し
住
民
の
絆
（
き
ず
な
）

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
上
豊
内
の
美
し

い
景
観
や
地
域
に
数
多
く
残
る
名
所
や
史
跡
な
ど

を
紹
介
す
る
「
か
み
ど
い
！
ふ
る
さ
と
再
発
見
地

図
づ
く
り
」
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
高
齢
化
率
が
40
㌫
超
え
る
同
区
で
は
、
少
子
高

齢
化
が
深
刻
化
し
、
地
域
住
民
同
士
の
交
流
も
減

少
し
て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
区
で

代
々
受
け
継
が
れ
古
く
か
ら
続
く
甲
佐
神
社
の
鳥

居
の
大
し
め
縄
作
り
な
ど
の
伝
統
行
事
も
、
指
導

者
が
高
齢
化
し
引
き
継
ぐ
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て

い
く
こ
と
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
現
在
の
美
し
い
田
園
風
景
や
地
域
の

歴
史
を
後
世
に
残
す
と
と
も
に
、
さ
ら
に
地
域
の

魅
力
を
町
内
外
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

高
齢
者
か
ら
子
ど
も
ま
で
幅
広
い
世
代
の
地
域
住

民
が
協
力
し
て
史
跡
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
を
紹

介
す
る
地
図
や
案
内
板
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

●
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
の
誇
り
と
宝
と
絆

　
（
き
ず
な
）
へ
の
思
い
を
込
め
た
地
図

　
５
月
下
旬
、
同
区
の
老
人
会
や
子
ど
も
会
な
ど

の
代
表
者
や
地
域
の
有
志
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る

「
か
み
ど
い
！
ふ
る
さ
と
再
発
見
地
図
づ
く
り
」

実
行
委
員
会
（
村
上
邦
夫
委
員
長
）
14
人
を
中
心

に
地
図
制
作
を
開
始
。
ど
の
よ
う
な
地
図
を
作
る

か
に
つ
い
て
、
地
区
の
老
人
会
や
子
ど
も
会
と
そ

自分たちが暮らす地域の
素晴らしさを
地図づくり活動を通して
再発見

▲上豊内区が「かみどい！ふるさと再発見地図づくり」活動で
　制作している「史跡お散歩MAP」。リーフレットの地図とし
　て、上豊内の名所や史跡を写真やイラストで分かりやすく紹介。
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上豊内区「かみどい！ふるさと再発見地図づくり」

地域の美しい魅力と歴史を地図に描いて再発見！



の
保
護
者
な
ど
が
同
区
公
民
館
に
集
ま
っ
て
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

　
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
地
図
に
載
せ
る
名
所

や
史
跡
な
ど
の
現
在
の
状
態
を
確
認
す
る
た
め
に

現
地
調
査
を
し
、
地
図
で
紹
介
す
る
写
真
撮
影
な

ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
調
査
の
結
果
を
白
地
図

に
落
と
し
込
ん
で
、
紹
介
す
る
ス
ポ
ッ
ト
や
内
容

に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
ま
し
た
。
８
月
か
ら
９
月

に
は
、
古
く
か
ら
の
歴
史
や
史
跡
、
言
い
伝
え
に

つ
い
て
知
っ
て
い
る
高
齢
者
を
聞
き
取
り
調
査
し

た
り
、
子
ど
も
目
線
で
見
る
新
し
い
魅
力
や
働
き

世
代
か
ら
見
る
観
光
面
で
の
魅
力
な
ど
幅
広
い
世

代
に
愛
用
さ
れ
る
地
図
と
な
る
よ
う
に
協
議
し
た

り
し
て
、
地
域
を
巡
り
た
く
さ
ん
の
情
報
を
集
め

ま
し
た
。

　
現
在
は
、
集
め
た
地
域
の
情
報
を
同
区
の
地
図

上
に
ま
と
め
、
観
光
で
訪
れ
た
人
も
地
域
住
民
も

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
用
方

法
が
あ
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
地
図
と
な
る
よ
う
に

レ
イ
ア
ウ
ト
や
デ
ザ
イ
ン
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
地
図
の
作
成
と
同
時
に
、

地
域
全
体
を
紹
介
す
る
た
め
に
地
区
に
設
置
す
る

案
内
表
示
板
の
制
作
や
名
所
や
史
跡
を
紹
介
す
る

案
内
表
示
板
な
ど
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

●
地
図
づ
く
り
を
通
し
た
住
民
同
士
の

　
触
れ
合
い
が
は
ぐ
く
む
地
域
の
元
気

　
赤
星
照
雄
区
長
は
、「
上
豊
内
に
は
、
松
尾
城

跡
を
始
め
史
跡
が
数
多
く
残
っ
て
お
り
、
伝
統
的

な
大
し
め
縄
作
り
な
ど
地
域
で
取
り
組
ん
で
い
る

伝
統
的
な
行
事
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。
高
齢
化
が

進
む
地
域
で
、
高
齢
者
と
子
ど
も
が
触
れ
合
え
る

▲上豊内の白地図に名所や史跡を
　書いたふせんを貼り付けて地域
　の誇りと自慢と宝を洗い出し。

◀上豊内区の赤星照雄区長。名所
　や史跡を広くＰＲする地図作り
　を通して上豊内の地域力を高め
　る活動に取り組む。

◀区の老人会や子ども会とその保護者などが集まり、地
　図づくりに関しての意見を出し合い、地域全体で地図
　づくりに取り組んでいる。

▼「地図づくり」実行委員会で、地図で紹介する上豊内
　の名所や史跡を協議。
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▲「げんき活動サポーター」として町職員も地図づくりに参加
　し、地域と一緒になって考える上豊内の元気と未来。

▼「地図づくり」実行委員長の村上邦夫さん。上豊内に多く残
　る貴重な史跡を多くの人に知ってもらうために奮闘。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
作
る
き
っ
か
け
と

し
て
地
図
作
り
に
区
と
し
て
活
動
し
て
、
そ
れ
を

基
に
上
豊
内
を
盛
り
上
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
図
と
案
内
表
示
板
が
で
き
た
ら
、
ま
ず
は
、
こ

の
『
史
跡
お
散
歩
マ
ッ
プ
』
を
使
っ
た
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
を
来
年
１
月
ご
ろ
に
開
催
し
、
区
民
は
も

ち
ろ
ん
、
町
内
外
の
人
に
広
く
参
加
し
て
い
た
だ

い
て
、
上
豊
内
の
良
い
と
こ
ろ
を
ぜ
ひ
発
見
し
て

ほ
し
い
で
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
『
地
図
づ
く
り
』
実
行
委
員
長
の
村
上
邦
夫
さ

ん
は
、「
上
豊
内
に
は
、
中
世
の
史
跡
が
た
く
さ

ん
残
っ
て
い
ま
す
が
、
普
段
目
に
付
か
な
い
場
所

に
あ
っ
た
り
し
て
気
付
か
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ

り
ま
す
。
石
造
り
の
樋
門
な
ど
今
見
る
こ
と
の
で

き
な
い
歴
史
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
見

て
回
れ
る
よ
う
な
史
跡
巡
り
ル
ー
ト
を
作
っ
て
、

地
域
の
住
民
に
懐
か
し
ん
で
も
ら
っ
た
り
、
や
な

場
で
食
事
を
し
た
後
に
気
軽
に
散
策
し
て
も
ら
っ

て
、
周
辺
に
あ
る
貴
重
な
史
跡
た
ち
を
見
て
知
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

●
美
し
い
風
景
と
大
切
な
歴
史
を
描
く

　
地
図
が
地
域
の
元
気
と
未
来
へ
の
挑
戦

　
同
区
の
活
動
は
、
県
な
ど
が
進
め
る
「
く
ま
も

と
里
モ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
助
成
金
な
ど
を
利

用
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
熊
本
が
誇
る
「
里
の
美
し
さ
」
を
県
民
み
ん

な
で
育
て
、
新
し
い
挑
戦
と
し
て
発
信
し
て
い
く

事
業
に
対
し
て
助
成
す
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
町
民
と
行
政
が
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
、
地
域
活
性
化
を
図
る
「
こ
う
さ
ん
も
ん

元
気
活
動
推
進
事
業
」
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、

「
げ
ん
き
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
町
職
員
が
参
加

し
、
地
域
住
民
と
と
も
に
活
性
化
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

コミュニケーションが
はぐくむ地域の元気と
未来地図
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甲
佐
町
国
民
健
保
険
の
財
政
が
非
常
に
切
迫
し
て
い
ま
す

■
本
町
の
国
民
健
康
保
険
も

　
医
療
費
が
増
加
し
て
い
ま
す

　
医
療
技
術
の
高
度
化
・
高
齢
化

の
進
展
・
生
活
習
慣
病
の
患
者
数

の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
医
療
費
の

増
加
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

本
町
の
国
民
健
康
保
険
も
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
下
の
グ
ラ
フ
は
平
成
25
年
４
月

〜
平
成
26
年
６
月
の
町
国
民
健
康

保
険
加
入
者
１
か
月
の
療
養
諸
費

（
診
療
費
、
調
剤
、
入
院
時
の
食

事
な
ど
病
院
で
か
か
る
費
用
）
と

同
時
期
の
１
人
当
た
り
の
１
か
月

の
療
養
諸
費
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
グ
ラ
フ
を
見
る
と
、
国
保
加
入

者
全
体
で
ほ
ぼ
毎
月
１
億
円
以
上

の
医
療
費
が
掛
か
っ
て
お
り
、
多

い
と
き
に
は
１
億
２，

０
０
０
万

円
近
く
掛
か
っ
て
い
ま
す
。
１
人

当
た
り
の
療
養
諸
費
も
月
平
均

３
万
円
ほ
ど
掛
か
っ
て
お
り
、
医

療
費
が
高
い
水
準
に
あ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

■
県
内
市
町
村
中
で
も
多
く
医

　
療
費
が
掛
か
っ
て
い
る
本
町

　
平
成
25
年
度
の
国
保
加
入
者
１

人
当
た
り
の
年
間
療
養
諸
費
の
県

の
平
均
は
約
35
万
４，

０
０
０
円

で
す
が
、
本
町
は
約
36
万
９，

０
０
０
円
。
県
内
市
町
村
の
中
で

も
15
番
目
、
町
村
だ
け
で
は
31
町

村
中
９
番
目
に
多
く
医
療
費
が
掛

か
っ
て
お
り
、
本
町
が
医
療
費
の

掛
か
っ
て
い
る
町
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
本
町
は
平
成
25
年
度
か
ら
「
高

医
療
費
市
町
村
」
に
指
定
さ
れ
、

特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
お
よ
び

保
健
指
導
の
利
用
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
医
療
費

の
増
加
に
よ
り
国
保
財
政
の
悪
化

が
続
く
と
国
保
税
率
の
引
き
上
げ

に
つ
な
が
り
、
家
計
の
負
担
も
増

え
て
し
ま
い
ま
す
。
医
療
費
を
増

や
さ
な
い
た
め
に
も
自
身
の
健
康

に
関
心
を
向
け
、
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

表：１人当たりの年間療養諸費と順位

甲　佐　町

県　平　均

（市町村順位・町村順位）

１人当たりの年間療養諸費 増　　　　減

1万8000円増

1万4000円増

（平成25年度－平成24年度）平成24年度

35万1000円
（18位・10位）

34万円

平成25年度

36万9000円
（15位・９位）

35万4000円

平成25年度 平成26年度

●１か月の療養諸費 ●１人当たりの１か月の療養諸費

1億4000万

1億2000万

8000万

4000万

2000万

（円） （円）

0

6000万

1億

4月 7月 10月 12月11月9月 1月 2月 3月8月6月5月

平成25年度 平成26年度

4万

5万

3万

2万

0

■お問い合わせ先　町住民生活課　

　 TEL 096-234-1113（内線 106）　klg204@town.kosa.lg.jp
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杉本
五一 さん

（緑町区）
愛子 さん

渡邊
良成 さん

（岩下一区）
ケサ子 さん

赤星
良一 さん

（緑町区）
充子 さん

美濃部
俊夫 さん

（緑町区）祥子 さん
江原

一志 さん
（仁田子区）

榮子 さん
西村

節二 さん
（緑町区）

吉子 さん

本山
博 さん

（岩下一区）
康子 さん

上妻
毅 さん

（岩下一区）
ひろみ さん

藤生
信教 さん

（岩下一区）
照子 さん

清永
富士雄 さん

（岩下一区）
和子 さん

伊藤
二實男 さん

（岩下一区）
セイ子 さん

本田
正志 さん

（下豊内区）
ユミ子 さん

皆本
誠喜 さん

（下豊内区）
征子 さん

下津
武夫 さん

（西寒野区）
世美子 さん

井芹
司 さん

（西寒野区）
千鶴代 さん

苦
楽
を
共
に

歩
ん
で
き
た

夫
婦
の
50
年

　
９
月
12
日
（
金
）
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
、

第
56
回
熊
日
金
婚
夫
婦
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
熊
本
日
日
新
聞
社
が
主
催
。
今
年
は
、
昭
和

39
年
に
結
婚
し
た
夫
婦
38
組
（
う
ち
37
組
出

席
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
同
社
社
長
代
理
の
秋
元
俊
郎
事

業
局
長
が
、
表
彰
者
代
表
の
本
郷
義
和
さ
ん
・

晶
子
さ
ん
夫
妻
（
糸
田
区
）
に
、
表
彰
状
と
記

念
品
を
贈
呈
。
義
和
さ
ん
が
「
こ
れ
か
ら
も
地

域
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
た
い
」
と
謝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

第56回熊日金婚夫婦表彰
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渡邊
啓一 さん

（山出区）
好子 さん

中林
伸幸 さん

（芝原区）
堯子 さん

本郷
義和 さん

（糸田区）
晶子 さん

緒方
紀昭 さん

（糸田区）
洋子 さん

宮本
眞二 さん

（中早川区）
チズ子 さん

溜渕
祐介 さん

（早川区）
セイ子 さん

松永
照善 さん

（府領区）
誠子 さん

大塚 清市 さん
（横田区）

和子 さん

春田
隆文 さん

（上早川三区）
良子 さん

坂下
正男 さん

（大町区）靜子 さん

稻葉
龍二 さん

（南三箇区）
順子 さん

岩村
辰雄 さん

（南三箇区）
つる子 さん

田上
勝吉 さん

（中横田区）
キミ子 さん

本田
安 さん

（中横田区）
さよ子 さん

江藤
賢 さん

（下横田区）
ハツコ さん

成松
光規 さん

（浅井区）
幸子 さん

山下
大八郎 さん

（船津区）
トシエ さん

西本
安幸 さん

（麻生原区）
浪子 さん

川田
茂利 さん

（上田口区）
晴美 さん

成田
紀雄 さん

（上田口区）
弘子 さん

永野
勝 さん

（下田口区）
佐知子 さん

本田
耕三 さん

（府領区）
伊津子 さん

奥田
一敏 さん

（吉田区）
スマ子 さん
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５
月
に
開
催
さ
れ
た
熊
本
県
防
犯

協
会
連
合
会
（
荒
木
泰
臣
会
長
）
平

成
26
年
度
定
時
総
会
で
、
竜
野
地
区

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
「
ド
ラ
・
パ
ト

隊
」
が
同
協
会
と
県
警
察
本
部
か
ら

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
隊
は
、
地
域
住
民
で
構
成
さ
れ

る
隊
員
が
青
色
回
転
灯
を
取
り
付
け

て
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う

「
青
パ
ト
」
巡
回
活
動
や
、
小
・
中

学
生
の
登
校
時
に
路
地
に
立
っ
て
の

見
守
り
活
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
発
足
し
て
５
年
、
現
在
隊
員
数
は

約
２
７
４
人
。
日
ご
ろ
の
犯
罪
の
予

防
や
青
少
年
の
健
全
育
成
な
ど
、
地

域
の
安
全
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

　８月26日（火）〜27日（水）川平キャン

プ場で、夏休み子どもキャンプ「みやうち

キャンプだ！ホイ！！」が開催されました。

　同キャンプは、ＮＰＯ法人自然樂舎みやう

ちが主催するもので、子どもたちに緑川など

での自然を体験してもらうことが目的。

　参加した子どもたち12人は、スタッフや

地域住民などとキャンプ場周辺の川で沢登り

や、カヌーや手作りのイカダで川遊びを体験

して豊かな自然と触れ合い、夕食ではバーベ

キューを楽しみました。

甲佐中生徒が農業体験学習　
甲佐町産業後継者育成対策協議会　

地域の安全活動に貢献　
ドラ・パト隊に県防犯協会などから表彰状

宮内の豊かな自然を体感
川平キャンプ場で子どもキャンプ開催

▼収穫したナシの糖度計測を体験し農業の大切さなどについて学ぶ甲佐中生徒

▲川平キャンプ場周辺の川で沢登り体験をする子どもたち

▼

地
域
の
安
全
を
守
る
活
動
が
評
価
さ
れ
た
「
ド
ラ
・
パ
ト
隊
」

　
８
月
21
日
（
木
）
〜
22
日

（
金
）
甲
佐
町
産
業
後
継
者
育
成

対
策
協
議
会
（
本
田
新
会
長
）
が
、

甲
佐
中
学
校
（
加
藤
敬
之
校
長

２
５
７
人
）
１
年
生
を
対
象
と
し

た
農
業
体
験
学
習
を
開
催
し
ま
し

た
。
研
修
や
体
験
を
通
し
て
、
子

ど
も
た
ち
に
農
業
の
大
切
さ
や
収

穫
の
喜
び
な
ど
を
感
じ
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
。
今
年

は
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
第
１
日
は
、
熊
本
市
の
県
立
熊

本
農
業
高
校
で
各
施
設
や
農
場
な

ど
を
見
学
し
、
合
志
市
の
県
立
農

業
大
学
校
で
ナ
シ
の
収
穫
や
糖
度

計
測
の
体
験
。
同
市
の
Ｊ
Ａ
熊
本

教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
食
の
大
切

さ
や
食
を
取
り
巻
く
問

題
な
ど
の
研
修
を
受
講
。

　
第
２
日
は
、
西
原
村

の
「
阿
蘇
ミ
ル
ク
牧

場
」
で
ウ
ィ
ン
ナ
ー
作

り
に
挑
戦
し
た
後
、
地

元
産
の
食
材
を
使
っ
た

バ
イ
キ
ン
グ
の
昼
食
や

動
物
と
の
触
れ
合
い
を

体
験
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
田
上
凛
さ

ん
（
横
田
区
）
は
「
農

業
は
、
思
っ
て
い
た
よ

り
大
変
で
難
し
い
と
い

う
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
と
て
も
勉
強
に
な

り
ま
し
た
」
と
話
し
ま

し
た
。
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　９月２日（火）甲佐小学校で、平成26年度町

童話発表大会が開催されました。

　同大会は、児童が童話に親しんだり創作活動を

活発にしたりする機会を設けることで、読書意欲

の向上を図り、豊かな人間性を育成することを目

的に、町教育委員会と町公民館が主催。町内の各

小学校から選ばれた８人の児童が出場し、甲佐小

（清村勢津子校長１７９人）の児童や保護者、地

域住民などの聴衆の前で、伸びやかで表現力豊か

に童話を発表しました。

　審査員は、童話の内容を理解し聴き手に分かり

やすく表現されているかなどを、総合的に審査。

最優秀賞には、『半日村』（斎藤隆介作・滝平二郎

絵）を発表した大瀧結衣さん（龍野小５年・上早

川二区）と、『ちえちゃんのおはじき』（山口節子

著）を発表した渡邊伊吹くん（甲佐小６年・岩下

一区）が選ばれました。

　２人は町代表として、９月11日（木）嘉島町

で開催された郡大会に出場し、練習の成果を発揮

しました。

　
８
月
29
日
（
金
）
町
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
で
、
町
安
全
・
安
心
ま
ち
づ

く
り
推
進
協
議
会
（
竹
村
浩
二
会

長
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
協
議
会
は
、
町
民
が
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
制
定
さ

れ
た
「
町
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
条
例
」
に
お
い
て
総
合
企
画
お
よ

び
そ
の
推
進
を
審
議
す
る
た
め
に
設

置
さ
れ
る
も
の
で
、
あ
ゆ
ま
つ
り
の

夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
会
議
で
は
、
御
船
警
察
署
生
活
安

全
課
の
森
尾
洋
之
係
長
が
「
甲
佐
町

の
犯
罪
情
勢
等
に
つ
い
て
」
と
い
う

演
題
で
講
話
を
行
い
、
参
加
し
た
同

委
員
に
本
町
の
犯
罪
の
現
状
に
つ
い

て
説
明
し
注
意
を
促
し
ま
し
た
。

　９月６日（土）平成26年度「くまもと・

みんなの川と海づくりデー」緑川流域一斉美

化清掃活動が実施されました。

　県、町などが主催。県内の川と海を守って

次代に引き継ぐことを目的に開催され、町内

では、甲佐中の生徒75人を含む約200人が参

加しました。

　参加者は、中甲橋グリーンパーク、麻生原

運動公園、津志田河川自然公園、安津橋周辺

の４会場で、空き缶、空き瓶など約240㌔の
ごみを収集し、種類ごとに分別しました。

大切な川をみんなで守る
くまもと・みんなの川と海づくりデー

▲麻生原運動公園で収集したごみを分別する参加者

童話を通じて豊かな人間性を育てる
平成26年度甲佐町童話発表会を開催

▲町内の各小学校から８人の児童が出場した町童話発表大会。最優秀賞
は、渡邊くん（前列左から２番目）と大瀧さん（同４番目）が受賞

▼

町
内
の
団
体
や
住
民
か
ら
選
出
さ
れ
た
委
員
で
構
成

安全安心な町を目指して
町安全・安心まちづくり推進協議会
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　９月20日（土）町生涯学習センターで、「こう

さ環境フェア２０１４」が開催されました。

　環境問題に関心を持つことで日常生活を見直し、

環境保全の取り組みを実践するきっかけを作るこ

とを目的に、町と町教育委員会が主催。環境に関

する講演や展示、スタンプラリーなどが行われ約

140人が参加しました。

　講演会では、ＮＰＯ法人くまもと温暖化対策セ

ンター顧問の宮原美智子さんが、「私たちのくら

しや未来を考える〜身近にできるエコ」と題して

講演。今現在起きている環境問題について考え、

日常生活の中で身近にできる環境保全から行動す

ることの大切さを訴えました。

　町内の各小学校は壁新聞などで、リサイクルや川

の環境などの学習成果を発表。環境に関する活動や

取り組みを紹介するブースが多数設けられました。

　また、緑川への思いや願いを作品にすることで、

環境を大切にする心を育てることを目的とした環

境教育啓発作品の表彰や、グリーンカーテンコン

テストの表彰なども行われました。

　
９
月
13
日
（
土
）
甲
佐
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
、
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
に
よ

る
子
ど
も
サ
ッ
カ
ー
教
室
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
同
教
室
は
、
ロ
ア
ッ
ソ
と
県
下
市

町
村
な
ど
が
共
同
で
県
内
地
域
の
元

気
づ
く
り
の
た
め
に
取
り
組
む
「
火

の
国
も
り
あ
げ
タ
イ
！
」
活
動
の
一

環
と
し
て
、
同
ク
ラ
ブ
、
熊
本
日
日

新
聞
が
共
催
。

　
町
内
の
小
学
生
な
ど
を
対
象
と
し

て
教
室
は
開
催
さ
れ
、
ア
カ
デ

ミ
ー
・
コ
ー
チ
が
指
導
。
約
50
人
が

參
加
し
て
パ
ス
や
ト
ラ
ッ
プ
な
ど
の

基
本
技
術
を
練
習
し
た
後
、
同
ク
ラ

ブ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
「
ロ
ア
ッ
ソ
く

ん
」
ら
も
参
加
し
て
の
ミ
ニ
ゲ
ー
ム

も
楽
し
み
ま
し
た
。

　９月19日（金）御船町カルチャーセンター

で、平成26年秋の全国交通安全運動御船警

察署管内４町合同出発式が開催されました。

　本運動は、地域住民の交通安全への意識を

高め、交通ルールの遵守と正しい交通マナー

の実践を身に付けるとともに、交通事故防止

の徹底を図ること目的に、御船署管内の４町

が合同で実施するもの。

　本町では、９月25日（木）に熊本バス車

庫前で交通安全街頭キャンペーンが行われ、

通行する車の運転手に安全運転を促しました。

４町合同で交通安全運動
秋の全国交通安全運動出発式

▲御船署管内の４町が合同で開催した出発式

環境を守って豊かな暮らし
「こうさ環境フェア2014」を開催

▲環境に関するブースが並ぶ出展コーナーでは、エコについてのクイズ
や浄化槽による水の浄化のしくみをパネルや模型などで紹介

▼

コ
ー
チ
や
ロ
ア
ッ
ソ
く
ん
と
記
念
撮
影
す
る
参
加
児
童

ボールを蹴って楽しもう
ロアッソ熊本・子どもサッカー教室
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９
月
10
日
（
水
）
宮
内
地
区
社
会

教
育
セ
ン
タ
ー
で
、
宮
内
地
区
敬
老

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
宮
内
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
西

坂
和
洋
会
長
）
が
主
催
。
地
域
の
高

齢
者
な
ど
約
１
０
０
人
が
参
加
し
、

甲
佐
小
学
校
４
年
生
と
く
ま
モ
ン
体

操
を
踊
っ
た
り
、
歌
や
体
を
動
か
す

ゲ
ー
ム
な
ど
楽
し
ん
だ
り
し
て
触
れ

合
い
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
「
お
じ

い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
と

ゲ
ー
ム
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
最
年
長
の
参
加
者
に
贈
ら
れ
る

「
最
高
年
齢
賞
」
に
、
男
性
は
91
歳

の
田
上
定
さ
ん
（
本
坂
谷
区
）、
女

性
は
95
歳
の
増
田
冨
美
さ
ん
（
上
揚

区
）
が
表
彰
さ
れ
、
80
歳
以
上
の
参

加
者
に
は
花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　９月８日（月）乙女小学校（岡本秀夫校長

113人）で、４・５年生を対象とした環境出

前講座が開催されました。

　同講座は、子どもたちに身の回りのごみに

関心を持つことによって地域の環境保全を推

進することを目的に、熊本県産業廃棄物協会

が主催。同会青年部10人が家庭から出たご

みがどのように廃棄されているのかを説明し、

ごみ収集車を操作して収集する体験学習を実

施しました。児童たちは「環境のことを考え

て、きちんと分別したい」と話しました。

ホタルの光であふれる川へ
龍野小児童がホタルの幼虫を竜野川に放流

いつまでも元気でいてね
宮内地区敬老会で甲佐小児童と交流

リサイクルで町をきれいに
乙女小学校で環境出前講座

▼今まで大切に育ててきたホタルの幼虫を竜野川に放つ龍野小４年生の児童

▲収集車でごみを収集する様子を見学する乙女小児童たち

▼

甲
佐
小
４
年
生
の
児
童
た
ち
と
ゲ
ー
ム
で
触
れ
合
う
参
加
者

　
９
月
11
日
（
木
）
龍
野

小
学
校
（
佐
藤
浩
介
校
長

１
２
５
人
）
の
４
年
生

（
元
村
祐
太
朗
教
諭
16

人
）
が
、
ホ
タ
ル
の
幼
虫

を
竜
野
川
に
放
流
し
ま
し

た
。

　
同
小
で
は
、
今
年
６
月

か
ら
環
境
学
習
の
一
環
と

し
て
、
ホ
タ
ル
の
飼
育
に

挑
戦
。
児
童
た
ち
に
環
境

保
全
や
生
命
の
大
切
さ
を

学
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
、
熊
本
県
自
然
環
境

研
究
会
代
表
の
小
林
修
さ

ん
や
竜
野
地
区
の
地
域
住

民
た
ち
で
結
成
さ
れ
た

「
た
つ
の
ホ
タ
ル
会
」（
金

森
徹
代
表
）
の
指
導
の
下
、

ホ
タ
ル
を
卵
か
ら
幼
虫
、
成
虫
に
な

る
ま
で
育
て
る
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
竜
野
川
で
捕
獲
し
た
成
虫
か
ら
卵

を
ふ
化
さ
せ
、
水
槽
の
中
で
餌
を
与

え
た
り
、
水
温
を
調
整
し
た
り
し
て

育
て
て
き
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
、
約
３
㍉
に
成
長
し

た
ホ
タ
ル
の
幼
虫
約
９
０
０
匹
を
や

さ
し
く
放
流
し
、「
大
き
く
な
っ
て

帰
っ
て
き
て
ね
。
来
年
た
く
さ
ん

光
っ
て
ね
」
と
声
を
掛
け
ま
し
た
。

　
残
り
の
約
50
匹
の
幼
虫
は
、
児
童

た
ち
の
手
で
成
虫
に
な
る
ま
で
育
て

て
観
察
を
続
け
て
い
く
予
定
で
す
。
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農
業

町産業振興課　TEL096－234－1176（内線157）　klg207@town.kosa.lg.jp

■
「
青
年
就
農
給
付
金
」
受
給
対
象

　
者
の
募
集
に
つ
い
て

　「
青
年
就
農
給
付
金
」
と
は
、
青
年
の

就
農
意
欲
の
喚
起
と
就
農
後
の
定
着
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
国
か
ら
新

規
就
農
者
に
対
し
て
給
付
金
を
支
給
す

る
制
度
で
す
。

●
青
年
就
農
給
付
金
「
経
営
開
始
型
」

【
内
容
】

　
農
業
を
始
め
て
か
ら
経
営
が
安
定
す

る
ま
で
の
期
間
（
最
長
５
年
間
）
に
給

付
す
る
も
の

【
給
付
額
】

　
１
５
０
万
円
／
年
（
最
長
５
年
間
）

【
受
給
者
資
格
】

・
独
立
ま
た
は
自
営
就
農
時
点
の
年
齢

　
が
、
原
則
と
し
て
45
歳
未
満
（
平
成

　
22
年
４
月
以
降
の
独
立
ま
た
は
自
営

　
就
農
が
対
象
）

・
前
年
の
所
得
が
２
５
０
万
円
未
満

（
初
年
度
を
除
く
）

【
受
給
要
件
】

・
就
農
さ
れ
る
集
落
の
「
人
・
農
地
プ

　
ラ
ン
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
。

・
農
地
の
所
有
権
ま
た
は
利
用
権
を
給

　
付
対
象
者
が
有
し
て
い
る
こ
と
。

・
主
要
な
機
械
・
施
設
を
給
付
対
象
者

　
が
所
有
ま
た
は
借
り
て
い
る
こ
と
。

・
生
産
物
や
生
産
資
材
な
ど
を
給
付
対

　
象
者
の
名
義
で
出
荷
・
取
引
す
る
こ

　
と
。

・
給
付
対
象
者
の
農
産
物
な
ど
の
売
上

　
な
ど
の
経
営
収
支
に
つ
い
て
、
給
付

　
対
象
者
名
義
の
通
帳
お
よ
び
帳
簿
で

　
管
理
す
る
こ
と
。

●
青
年
就
農
給
付
金
「
準
備
型
」

【
内
容
】

　
県
が
指
定
し
た
農
業
研
修
機
関
で
研

修
を
受
け
る
場
合
、
研
修
期
間
な
ど
に

必
要
な
準
備
金
を
給
付
す
る
も
の

【
給
付
額
】

　
１
５
０
万
円
／
年
（
最
長
２
年
間
）

◎
青
年
就
農
給
付
金
に
は
、
記
載
し
た

要
件
以
外
に
も
条
件
や
制
限
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
い
こ
と
は
町
産
業
振
興
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】

　
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

新規就農者に対して
補助金を支給します

詳しくは町産業振興課にお問い合わせください。

農
業

町産業振興課　TEL096－234－1176（ 内線157）　klg207@town.kosa.lg.jp

■
平
成
27
年
度
新
規
要
望
を
受
付

　
町
で
は
、
甲
佐
町
農
機
具
導
入
補
助

事
業
に
伴
う
、
平
成
27
年
度
新
規
要
望

を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

●
申
請
期
限

　
10
月
31
日
（
金
）

●
提
出
書
類

・
要
望
調
査
表
（
町
産
業
振
興
課
に
備

　
え
付
け
て
あ
り
ま
す
）

・
参
考
見
積
書

・
導
入
す
る
農
機
具
の
カ
タ
ロ
グ

●
対
象
要
件
な
ど

【
補
助
率
】

　
補
助
対
象
経
費
の
10
分
の
４
以
内

（
２
８
０
万
円
を
上
限
と
す
る
）

【
補
助
対
象
事
業
者
】

・
町
内
で
農
業
を
営
む
生
産
者
集
団

　（
受
益
戸
数
は
３
戸
以
上
で
、
認
定

　
農
業
者
を
１
戸
以
上
含
む
）

・
農
業
生
産
組
合

・
集
落
営
農
組
織

・
農
業
生
産
法
人
な
ど
（
農
業
経
営
を

　
行
う
法
人
）

【
補
助
対
象
内
容
】

　
農
業
経
営
に
必
要
な
農
業
機
械
お
よ

び
そ
の
周
辺
機
器
（
農
業
用
施
設
は
対

象
外
で
す
）

【
要
件
】

・�

県
特
定
高
性
能
農
業
機
械
導
入
計
画

に
お
け
る
農
機
具
の
機
種
ご
と
の
利

用
規
模
に
見
合
っ
た
性
能
で
あ
る
こ

と
・�

対
象
事
業
者
の
組
織
お
よ
び
運
営
の

規
約
の
定
め
が
あ
る
こ
と

・�

導
入
機
械
の
事
業
費
が
１
機
種
30
万

円
を
越
え
て
い
る
こ
と

・
導
入
機
械
に
稼
動
実
績
が
な
い
こ
と

・�

次
期
機
械
更
新
の
た
め
の
更
新
準
備

金
と
し
て
、
積
立
を
実
施
す
る
組
織

で
あ
る
こ
と

▼
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
産
業
振
興
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
７
６

　（
内
線
１
５
７
）

　

k
lg
2
0
7
@
to
w
n
.k
o
sa
.lg
.jp

農 機 具 導 入 補 助
要望を募集します

対 象 要 件 な ど を 確 認 の 上、申 請 し て く だ さ い
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男
女
共
同
参
画

町総務課　TEL096－234－1140（内線223）　klg202@town.kosa.lg.jp

■
育
児
に
励
む
「
イ
ク
メ
ン
」
な
ど

　
の
男
性
の
皆
さ
ん
を
ご
紹
介

　
男
性
の
皆
さ
ん
に
、
男
女
共
同
参
画

に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

「
家
事
男
（
カ
ジ
ダ
ン
）」、「
育
爺
（
イ

ク
ジ
イ
・
孫
の
育
児
を
手
伝
う
お
じ
い

さ
ん
の
こ
と
）」、「
イ
ク
メ
ン
（
育
児

に
励
む
男
の
人
の
こ
と
）」
の
皆
さ
ん

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
相
手
の
立
場
を
尊
重
し
で
き
る
こ

　
と
を
や
る
こ
と
が
大
事

　
男
女
共
同
参
画
社
会
を
考
え
る
と
き
、

思
い
出
す
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

私
が
学
生
時
代
に
中
国
を
旅
し
た
際
の

通
訳
ガ
イ
ド
の
「
現
在
の
中
国
の
天
を

支
え
て
い
る
の
は
２
本
の
柱
で
す
。
１

本
は
男
、
も
う
１
本
は
女
で
す
」
と
い

う
言
葉
で
す
。
互
い
に
尊
重
す
る
こ
と

で
国
（
社
会
）
が
成
り
立
つ
こ
と
を
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。
中
国
は
解
放
政
策

が
始
ま
る
前
で
、
日
本
で
も
「
男
女
雇

用
機
会
均
等
法
」
が
施
行
さ
れ
た
ば
か

り
の
こ
ろ
で
す
。
男
社
会
に
ど
っ
ぷ
り

浸
か
っ
て
生
き
て
い
た
私
は
、
新
鮮
な

驚
き
と
共
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　
わ
が
家
は
共
働
き
な
の
で
、
私
も
家

事
を
一
通
り
は
こ
な
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
食
後
の
片
付
け
は
定
番

の
担
当
に
な
っ
て
い
ま
す
。
子
育
て
も

ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
、
介
護
も
家
族
で
協

力
し
て
乗
り
越
え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
職
場
や
家
庭
で
相
手
の
立
場
を
尊
重

し
な
が
ら
、
ど
う
す
れ
ば
喜
ん
で
も
ら

え
る
か
を
考
え
、
ま
た
そ
の
喜
び
の
姿

に
自
分
の
悦
び
を
見
出
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
肩
肘
張
ら
ず
に
、
で
き

る
こ
と
を
で
き
る
範
囲
で
や
る
こ
と
が

大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。（
Ｈ
・

Ｔ
）

■
家
事
や
子
育
て
に
奮
闘
す
る
様
子

　
を
ご
紹
介
さ
せ
て
く
だ
さ
い

　
男
性
の
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
の
家
事
や

子
育
て
に
奮
闘
さ
れ
て
い
る
様
子
を
、

ぜ
ひ
『
広
報
こ
う
さ
』
で
ご
紹
介
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。

※�

応
募
す
る
際
は
、
写
真
お
よ
び
子
育

て
に
つ
い
て
の
意
見
な
ど
を
町
総
務

課
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

家事や子育てに奮闘す
る男性をご紹介⑧

食 器 の 片 付 け は 私 の 定 番 の 担 当

国
民
年
金

町住民生活課　TEL096－234－1113　（内線104）　klg102@town.kosa.lg.jp

■
納
付
期
限
ま
で
に
国
民
年
金
保
険

　
料
を
納
め
ま
し
ょ
う

　
平
成
26
年
４
月
分
か
ら
平
成
27
年
３

月
分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月

額
１
５，

２
５
０
円
で
す
。

　
保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送

付
さ
れ
る
納
付
書
で
、
金
融
機
関
・
郵

便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
や
、
便
利

で
お
得
な
口
座
振
替
も
あ
り
ま
す
。

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
保
険
料
を
納

期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
け
な
い
人

に
対
し
て
、
電
話
や
書
面
、
面
談
に
よ

り
早
期
に
納
め
て
い
た
だ
く
よ
う
案
内

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
未
納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
強
制
徴

収
の
手
続
き
に
よ
っ
て
督
促
を
行
い
、

指
定
さ
れ
た
期
限
ま
で
に
納
付
が
な
い

場
合
は
、
延
滞
金
が
課
さ
れ
る
だ
け
で

な
く
、
財
産
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
「
年
金
相
談
の
予
約
制
度
」
を
ご

　
利
用
く
だ
さ
い

　
熊
本
東
年
金
事
務
所
で
の
年
金
の
給

付
請
求
や
支
払
い
、
各
種
届
書
な
ど
の

相
談
は
、
待
ち
時
間
の
か
か
ら
な
い

「
年
金
相
談
予
約
」
が
お
勧
め
で
す
。

【
予
約
時
間
帯
】

・
月
曜
日（
休
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分
・

　
午
後
５
時
〜
午
後
６
時

・
火
曜
日
〜
金
曜
日
　

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

・
毎
月
第
２
土
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

【
予
約
申
し
込
み
電
話
番
号
】

　
TEL
０
９
６
‐
３
６
７
‐
２
５
０
３

（
熊
本
東
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談

室
）

※
予
約
受
付
時
間
は
午
前
８
時
30
分
〜

　
午
後
５
時
で
す

※
土
・
日
曜
日
・
祝
日
、
12
月
29
日

　（
月
）
１
月
３
日
（
土
）
を
除
き
ま
す
。

※
予
約
時
に
は
「
基
礎
年
金
番
号
」

　「
相
談
者
お
よ
び
配
偶
者
氏
名
」「
電

　
話
番
号
」「
相
談
内
容
」
な
ど
を
確

　
認
し
ま
す
。

国 民 年 金 か ら の
お 知 ら せ で す

詳しくは町住民生活課にお問い合わせください
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●図書室の利用や、図書の検

　索・リクエストなどについ

　てのお問い合わせ先

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

　klg110@town.kosa.lg.jp

図書室からのお知らせ

■本の入荷について

　図書室では、新刊本や話

題の本など、新しい本を入

荷しています。

　本のリクエストについて

も、図書室カウンターにて

受け付けています。皆さん

の読みたい本や気になる本

などがありましたら、お知

らせください。

　また、お探しの本などが

ありましたら、お気軽にカ

ウンターにご相談ください。

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時〜午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人３冊まで、８日間

　　　の本の主人公は ｢きみ｣
　　　です。その「きみ」を巡
る様々な人間関係が描かれてい
ます。
　人間関係というのはとても複
雑で、時にはそれが原因でトラ
ブルへと発展してしまうこと
だってあるでしょう。この本で
「きみ」として登場する人物が
置かれている立場・状況は様々
です。クラスの人気者、孤立し

ている子、
転校生。そ
れぞれがそ
れぞれに、
簡単そうで
難しい、そ
して複雑な
「友だち」と
いう存在と

の関係に日々苦労しています。
　私、そしてみなさんもこれま
で多くの友だちと巡り合い、こ
れから先もたくさんの人との出
会いがあるでしょう。この「き
み」たちが、ケンカ、いじめ、
恋愛、友情、そして家族の愛を
経験しながら「友だち」と共に
大きく成長していく様は、私た
ち自身が友だちとよりよい関係
を築くための、とっておきのヒ
ントとなるはずです。ぜひ、み

なさんも「きみ」といっしょに
大きく成長してみてください。

題 R
e
a
d T

his S
tory

!

～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
　『きみの友だち』（重松 清著）

松野 遥さん

〔糸田区〕

クラスの中にいる優等生にひねた奴。
弱虫に八方美人。それぞれの物語がち
りばめられた、「友だち」の本当の意
味をさがす連作長編。

今月の案内人

●あなたの「おすすめ図書」を

　ご紹介してみませんか？

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

　klg110@town.kosa.lg.jp

時は江戸時代の元禄、東北の山

間の仁谷村が一夜にして壊滅状

態となる。隣り合う二藩の因縁、

奇異な風土病をめぐる騒動…。

不穏さをはらむこの土地に「怪

物」は現れた。恐るべき怪物の

正体とは、一体何か。人々はそ

れぞれの力を結集し、「災い」に

立ち向かう。魅力的な登場人物

たちとすさまじいほどの描写に、

ぐいぐい引き込まれる１冊です。

朝日新聞社

小説

勇気と希望をもたらす冒険群像活劇
宮部 みゆき著 /『荒神』

少女の優しい目線で心が暖まる作品
村岡 花子著 /『村岡花子童話集 たんぽぽの目』

食材も時間も無駄にしない新調理術
清水 真著 /『大人でも身長が伸びる！やせる！背伸ばし体操』

プロ野球選手やサッカー選手な

どのトレーナーを経験した著者

が提案する究極の姿勢改善術。

誰でも簡単にできる「背伸ばし

体操」は、猫背など姿勢由来の

さまざまな問題を解消し、身長

を伸ばす画期的な方法です。な

んでも、腰痛にも効果があると

か。簡単で無理なく毎日続けら

れるメソッドを紹介するおすす

めの１冊です。

講談社

教育・娯楽

「この工場が死んだら、日本の

出版は終わる…」。2011年３月

11日、宮城県石巻市の日本製

紙石巻工場は津波に呑み込まれ、

完全に機能停止した。食料も入

手困難、電気、ガス、水道も復

旧していない中、工場長は半年

での工場の復興を宣言する。震

災の絶望から、工場の復興まで

を徹底取材した傑作ノンフィク

ション。感動の１冊です。

早川書店

一般書

従業員が紙の本のために力を尽くす
佐々 涼子著 /『紙つなげ！彼らが本の紙を造っている』

NHK 連続テレビ小説「花子とア

ン」の主人公・村岡花子。表題

作「たんぽぽの目」をはじめ、

ドラマの中にも出てきた「みみ

ずの女王」「なみださん」など、

多くの昭和の子どもたちに親し

まれた童話の名作を収録。美し

い日本語で語られる話は、やさ

しく、なつかしい。子どもたち

への読み聞かせはもちろん、大

人にも読んでほしい１冊です。

河出書房新社

児童書
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●公民館講座や町民大学などに関する

　お申し込み・お問い合わせ先

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）

　klg110@town.kosa.lg.jp

▲

公民館主催講座のご案内

　「郷土の歴史を訪ねて」　

●開催日時　10月21日（火）

　集合　午前９時30分

●集合場所

　町生涯学習センター

●講座内容　

　・東陽町の歴史的遺跡見学

　・東陽交流センターせせらぎ

　　生姜の里見学

●参加料

　・「東陽町石匠館」入場料　200円

　・昼食代

※10月６日（月）から受け付けます

※定員25人

※定員になり次第、受け付けを締め

　切ります

●お申し込み先

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）

　
９
月
23
日
（
火
）
西
寒
野
の
大

祇
神
社
で
、
西
寒
野
区
（
遠
山
敏

勝
区
長
１
５
６
世
帯
）
宮
祭
り
が

開
催
さ
れ
、
多
く
の
参
加
者
と
出

し
物
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
同
区
の
老
人

会
や
子
ど
も
会
、
消
防
団
Ｏ
Ｂ
会

な
ど
が
行
う
ラ
ム
ネ
の
早
飲
み
や

バ
ナ
ナ
の
た
た
き
売
り
、
ち
ょ
ん

か
け
コ
マ
の
演
技
な
ど
が
盛
り
だ

く
さ
ん
。
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い

る
、
区
民
の
有
志
で
結
成
し
た
西

寒
野
夢
座
の
芝
居
で
は
、『
清
水

次
郎
長
伝
・
お
民
の
度
胸
』
を
熱

演
。
浪
曲
・
広
沢
虎
造
節
で
語
ら

れ
る
、
清
水
港
の
度
胸
満
点
な
性

格
の
「
お
民
」
が
夫
「
清
水
次
郎

長
」
の
子
分
で
あ
る
「
森
の
石

松
」
の
危
機
を
救
う
物
語
に
、
大

き
な
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
家
族
連
れ
な
ど
が

訪
れ
、
同
区
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

や
婦
人
部
に
よ
る
焼
き
そ
ば
や

焼
き
鳥
、
綿
菓
子
な
ど
を
堪
能

し
な
が
ら
、
多
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　
８
月
25
日
（
月
）
町
総
合
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、「
親
子

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
」
を
開
催
し
、

５
組
の
親
子
が
ス
イ
ー
ツ
作
り

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
森
田
光
樹
子
さ
ん
（
岩
下
二

区
）
を
講
師
に
、
イ
ギ
リ
ス
の

伝
統
菓
子
の
シ
ョ
ー
ト
ブ
レ
ッ

ト
を
米
粉
を
使
っ
て
調
理
。
そ

れ
ぞ
れ
の
親
子
が
作
業
を
分
担

し
な
が
ら
生
地
を
こ
ね
て
丸
く

成
形
し
、
ア
ー
モ
ン
ド
を
の
せ

て
焼
き
上
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
生
ク
リ
ー
ム
や
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
、
季
節
の
フ
ル
ー

ツ
を
使
っ
た
パ
フ
ェ
作
り
も
挑

戦
。
参
加
し
た
親
子
は
、
上
手

に
で
き
た
ス
イ
ー
ツ
を
試
食
し

つ
つ
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

西
寒
野
秋
の
宮
祭
り

▼

ト
ピ
ッ
ク

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

▼
公
民
館
主
催
講
座

▲「清水次郎長伝・お民の度

胸」を演じる西寒野夢座

▲楽しくショートブレッドの生

地をこねて成形する参加者

●インターネットによる人権侵害

インターネットで他人の個人情報を

流したり、誹謗（ひぼう）中傷や無

責任なうわさを広めたりすることは、

人権侵害につながります。

　インターネットでは、簡単には自

分の名前や顔を知られることなく発

言することができます。そのため、

匿名性を悪用した人権侵害が発生し

ています。最近では、いじめなどの

問題をきっかけに、インターネット

上にその事件の関係者とされる人た

ちに関して、ひどい言葉を用いた書

き込みや不確かな情報に基づく無責

任な書き込みがされたり、誤った情

報に基づいて全く関係のない人たち

を誹謗中傷する書き込みがされたり

しています。

　いったん掲示板などに書き込みを

すると、その内容がすぐに広まって

しまいます。また、その書き込みを

ネット上から完全に消すことは容易

ではありません。誹謗中傷や他人に

知られたくない事実、個人情報など

が不特定多数の人々の目にさらされ、

そのような情報を書き込まれた人の

尊厳を傷つけ、社会的評価を低下さ

せてしまうなど、被害の回復が困難

なほど、重大な損害を与える危険が

あります。また、このような人権侵

害は、名誉毀損（きそん）の罪に問

われることもあります。

　発信者が特定できないから何を書

いても構わないと思うのは間違いで、

捜査機関による発信者の特定は可能

です。匿名の書き込みであっても、

責任が生じ得るということを覚えて

おきましょう。

●人権に関するお問い合わせ先

　町教育委員会社会教育課

　TEL096-234-2447（内線324）

　klg110@town.kosa.lg.jp
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❖
高
齢
者
に
多
い「
低
栄
養
状
態
」

　
青
年
期
か
ら
中
年
期
に
は
食
べ
過
ぎ

に
注
意
が
必
要
で
す
が
、
高
齢
期
は
む

し
ろ
、
タ
ン
パ
ク
質
な
ど
の
栄
養
不
足

が
心
配
で
す
。
高
齢
者
の
皆
さ
ん
、「
最

近
、
す
っ
か
り
食
が
細
く
な
っ
た
」
と

い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
高
齢
者
が
「
食
事
を
食
べ
ら
れ
な
く

な
る
」
理
由
に
は
、

●
身
体
的
な
理
由

・
病
気
、
け
が
を
し
た
。

・
か
む
力
や
飲
み
込
む
力
が
衰
え
た
。

・
足
腰
が
衰
え
て
活
動
量
が
減
っ
た
。

●
精
神
的
な
理
由

・
配
偶
者
や
近
親
者
の
死
亡
な
ど
が
原

　
因
で
、
気
力
が
わ
か
な
い
。

・
食
べ
た
い
も
の
が
あ
ま
り
な
い
。

●
環
境
的
な
理
由

・
１
人
暮
ら
し
で
、
あ
ま
り
料
理
を
し

　
な
い
。

・
ほ
か
の
人
と
食
事
を
す
る
機
会
が
少

　
な
い
。

・
料
理
の
作
り
方
が
分
か
ら
な
い
。

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
食
欲
が
落
ち
た
り
胃
腸
の
消
化
吸
収

力
が
衰
え
た
り
し
て
、
必
要
な
栄
養
が

取
れ
な
い
こ
と
を
「
低
栄
養
状
態
」
と

い
い
ま
す
。

❖
あ
な
た
も
「
低
栄
養
状
態
」
に

　
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か

　
次
の
条
件
が
あ
て
は
ま
る
と
「
低
栄

養
状
態
」
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

①
半
年
間
で
２
〜
３
㌔
の
体
重
減
少
が

　
あ
っ
た
。

②
体
格
指
数
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
）
が
18
・
５
未

　
満
で
あ
る
。

※
Ｂ
Ｍ
Ｉ
＝
体
重
（
㌕
）
÷
身
長
（
㍍
）

　
÷
身
長
（
㍍
）

　
①
と
②
に
該
当
す
る
人
、
ま
た
は
血

液
検
査
で
ア
ル
ブ
ミ
ン
値
が
３
・
８
㌘

／
㌥
㍑
以
下
の
人
は
要
注
意
で
す
。

❖
低
栄
養
を
予
防
す
る
た
め
に
食

　
生
活
を
見
直
し
ま
し
ょ
う

1
肉
、
魚
、
卵
を
意
識
し
て
食
べ
る

　
高
齢
者
は
、
積
極
的
に
肉
を
食
べ
な

い
と
血
管
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
り
、
脳
卒

中
、
脳
こ
う
そ
く
に
な
る
危
険
性
が
高

ま
り
ま
す
。
肉
類
の
中
で
も
１
番
の
お

す
す
め
は
、豚
肉
の
赤
身
の
部
分
で
す
。

網
焼
き
に
す
る
と
余
計
な
脂
を
取
ら
ず

に
済
み
ま
す
。

　
鶏
肉
、
鮭
な
ど
も
お
す
す
め
で
す
。

牛
乳
は
１
日
に
コ
ッ
プ
１
杯
を
飲
む
よ

う
に
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

2
緑
黄
色
野
菜
や
海
藻
類
を
食
べ
る

　
夏
な
ら
、
ツ
ル
ム
ラ
サ
キ
、
モ
ロ
ヘ

イ
ヤ
、
水
前
寺
菜
、
オ
ク
ラ
、
ピ
ー
マ

ン
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
ト
マ
ト
、
冬
な

ら
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
小
松
菜
、
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
、ニ
ラ
な
ど
色
の
濃
い
野
菜
は
、

カ
ル
シ
ウ
ム
や
鉄
分
が
豊
富
で
す
。
同

じ
よ
う
に
、
ヒ
ジ
キ
、
ワ
カ
メ
、
コ
ン

ブ
な
ど
の
海
藻
類
に
も
多
く
含
ま
れ
ま

す
。
毎
食
片
手
１
杯
く
ら
い
の
緑
黄
色

野
菜
ま
た
は
、
海
藻
類
を
食
べ
る
よ
う

勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
骨
折
や
貧
血
に

よ
る
寝
た
き
り
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
ぜ

ひ
意
識
し
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。

　
紹
介
し
た
食
材
に
よ
っ
て
は
、
食
べ

に
く
い
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
葉

も
の
野
菜
は
細
か
く
切
る
、
肉
は
そ
ぎ

切
り
に
す
る
、
片
栗
粉
で
と
ろ
み
を
つ

け
る
な
ど
、
調
理
方
法
を
工
夫
す
る
と

食
べ
や
す
く
な
り
ま
す
。

　「
低
栄
養
状
態
」
は
人
ご
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。現
代
の「
低
栄
養
状
態
」は
、

見
た
目
で
は
判
断
で
き
な
い
場
合
が
多

く
、
太
り
気
味
で
も
貧
血
や
栄
養
失
調

状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ご
飯
、
味
噌
汁
、
漬
け
物
だ
け
で

食
事
が
終
わ
り
、
甘
い
菓
子
や
果
物
の

食
べ
過
ぎ
で
食
事
の
時
間
な
の
に
お
腹

が
減
ら
ず
、
肉
、
魚
、
卵
、
緑
黄
色
野

菜
、海
藻
類
な
ど
が
食
べ
ら
れ
な
い
…
。

そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
ま
ず
は
、
ご
自
分
の
食
生
活
を
見
直

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
不
安
な
点
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

見
た
目
で
判
断
で
き
な
い
「
低
栄
養
状
態
」

肉
や
色
の
濃
い
野
菜
を
食
べ
よ
う
！

あ
ゆ
み
だ
よ
り

栄養 の話

このコーナーでは、毎月、町総合

保健福祉センター職員である保健

師、社会福祉士などが、健康や福

祉、介護、健康診断などに関する

情報をリレー形式でご紹介します。

今月の「あゆみだより」は

高齢者に多い「低栄養状態」にな

る前に、食生活を見直し改善する

ことが重要です。古閑保健師と廣

津管理栄養士が普段の食事で気を

付けるポイントをお伝えします。

古閑 裕子 保健師 

廣津 めぐみ 管理栄養士 
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●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

●お子さんの“笑顔”の写真掲載に

　関するお申し込み・お問い合わせ先

　町総合保健福祉センター

●健康や福祉、介護、健康診断などに

　関するご相談・お問い合わせ先

・町総合保健福祉センター

・町地域包括支援センター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711

　klg113@town.kosa.lg.jp

10・11月の保健活動

　●会場　町総合保健福祉センター

　 ４か月児健診

　　10月16日（木）　午前９時

　　11月20日（木）　午前９時

　 ７か月児健診

　　10月16日（木）　午前10時

　　11月20日（木）　午前10時

　 10か月児教室

　　10月３日（金）　午前９時30分

　 １歳６か月児健診

　　11月４日（火）　午後１時

　 ２歳児よい歯の教室　

　　11月28日（金）　午前９時30分　　

　 ３歳児健診

　　11月４日（火）　午後１時20分

　 ＢＣＧ予防接種

　　11月11日（火）　午後１時30分

松野 颯
そう

太
た

 くん（11か月）

　父・誉弘 さん　母・えみ さん

　（糸田区）

元気に育ってね♡　　　　　　　

嶽本 梨
り あ

愛 ちゃん（11か月）

　父・啓介 さん　母・沙織 さん

　（芝原区）

　お兄ちゃん、大好き。

　これからも仲良くしてね　

奥村 佑
たすく

 くん（11か月）

　父・将也 さん　母・美千代 さん

　（緑町区）

　最近つたい歩きが

　できるようになりました。

　いつも笑顔です。

地域子育て支援センター
　（竜野保育園内）� TEL096-234-0305

１日（水） 親子読書

３日（金） 粘土遊び

６日（月） ブロック遊び

８日（水） 砂場遊び

10日（金） 製作遊び

15日（水） 誕生会（要予約）

17日（金） 散歩（ドングリ拾い）

20日（月） ままごと遊び

22日（水） 戸外遊び

24日（金） おやつ作り

27日（月） 積み木遊び

29日（水） 散歩（牛舎見学）

31日（金） お絵かき

 育児相談（月～金曜日 )

 体験保育（午前９時30分～正午）

甲佐保育園� TEL096-234-0186

園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

若草保育園� TEL096-234-0013

３日（金） ミニ運動会へ参加

17日（金） 遊具で遊ぼう

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

竜野保育園� TEL096-234-0519

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

乙女保育園� TEL096-234-3947

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

緑川保育所� TEL096-234-0789

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）
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今月のお知らせ

お問い合わせ先一覧

Monthly Information

●町役場

　 TEL096-234-1111（代表）

●町教育委員会

 （町生涯学習センター）

　 TEL096-234-2447（代表）

●町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711

●町水道管理センター

　 TEL096-234-0755

●町民センター

　 TEL096-234-2459

●町学校給食センター

　 TEL096-234-0255

●町老人憩いの家

 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL096-234-0423

●御船町甲佐町衛生施設組合

 （クリーンセンター）

　 TEL096-282-0688

●上益城消防署

　 TEL096-282-1955

●御船警察署

　 TEL096-282-1110

●上益城広域連合

　 TEL096-237-2891

●県上益城地域振興局

　 TEL096-282-2111

●県御船保健所

　 TEL096-282-0016

●県庁

　 TEL096-383-1111

　
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

は
、
各
種
予
防
接
種
に
つ
い
て
助

成
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
対
象
要
件

な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
い

こ
と
は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

水
痘
（
水
ぼ
う
そ
う
）
ワ
ク
チ
ン

の
予
防
接
種

▼
対
象
者
・
接
種
回
数

①
接
種
時
点
で
生
後
１
〜
３
歳
未

　
満
の
人
（
法
定
接
種
）

［
接
種
回
数
　
３
か
月
以
上
（
標

準
的
に
は
６
か
月
〜
１
年
）
空
け

け
て
２
回
］

※
初
回
接
種
時
に
３
歳
未
満
で
、

　
追
加
接
種
時
に
３
歳
以
上
と

　
な
っ
た
場
合
、
追
加
接
種
は
有

　
料
と
な
り
ま
す
。（
任
意
接
種
）

②
接
種
時
点
で
３
歳
以
上
５
歳
未

　
満
で
、
こ
れ
ま
で
に
水
痘
ワ
ク

　
チ
ン
の
予
防
接
種
を
受
け
た
こ

　
と
が
な
い
人
（
平
成
26
年
度
に

　
限
り
ま
す
。
平
成
27
年
度
以
降

　
の
対
象
者
は
①
の
み
。）

［
接
種
回
数
　
1
回
］

※
②
の
対
象
者
の
接
種
期
間
は
平

　
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
が
、

　
期
間
内
で
も
５
歳
の
誕
生
日
を

　
過
ぎ
る
と
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

▼
接
種
医
療
機
関

　
町
内
医
療
機
関
（
荒
瀬
病
院
・

小
屋
迫
医
院
・
谷
田
病
院
）

成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
　

予
防
接
種

　
こ
れ
ま
で
全
額
自
己
負
担
の
予

防
接
種
（
任
意
接
種
）
と
し
て
実

施
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
10
月
１

日
（
水
）
か
ら
「
予
防
接
種
法
」

に
基
づ
く
定
期
接
種
と
な
り
、
接

種
対
象
者
に
は
予
防
接
種
費
用
の

一
部
助
成
を
行
い
ま
す
。

▼
助
成
期
限

　
平
成
27
年
３
月
31
日
（
火
）

▼
対
象
者
・
接
種
回
数

①
平
成
26
年
度
に
65
歳
・
70
歳
・

　
75
歳
・
80
歳
・
85
歳
・
90
歳
・

　
95
歳
・
100
歳
・
101
歳
以
上
の
人

②
接
種
時
点
で
60
歳
以
上
65
歳
未

　
満
、
お
よ
び
心
臓
・
腎
臓
・
呼

　
吸
器
の
機
能
障
害
お
よ
び
ヒ
ト

　
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免

　
疫
機
能
障
害
を
有
す
る
身
体
障

　
害
者
手
帳
１
級
程
度
の
人

▼
接
種
回
数
お
よ
び
料
金

　
１
人
１
回
　
４，

０
０
０
円

▼
実
施
医
療
機
関

　
町
内
医
療
機
関
（
荒
瀬
病
院
・

小
屋
迫
医
院
・
桃
崎
整
形
外
科
・

谷
田
病
院
）

※
町
外
の
医
療
機
関
で
の
接
種
に
は
、

　
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
接

　
種
前
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種

▼
接
種
期
限

　
12
月
27
日
（
土
）

▼
対
象
者

①
接
種
時
で
満
65
歳
以
上
の
人

②
満
60
歳
か
ら
65
歳
未
満
の
人
で

　
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
の
機
能

　
障
害
お
よ
び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ

　
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
障
害

　
を
有
す
る
身
体
障
害
者
手
帳
１

　
級
程
度
の
人

▼
接
種
回
数
お
よ
び
料
金

　
１
人
１
回
　
２，

０
０
０
円

▼
実
施
医
療
機
関

　
町
内
医
療
機
関
（
荒
瀬
病
院
・

小
屋
迫
医
院
・
桃
崎
整
形
外
科
・

谷
田
病
院
）

※
町
外
の
医
療
機
関
で
の
接
種
を

　
希
望
す
る
人
は
、
町
総
合
保
健

　
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
接
種
前
に
手

　
続
き
が
必
要
で
す
。

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種

費
用
助
成

　
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
か
ら
赤

ち
ゃ
ん
を
守
る
た
め
に
、
妊
娠
を

希
望
す
る
女
性
な
ど
に
風
し
ん
ワ

ク
チ
ン
の
予
防
接
種
費
用
の
助
成

を
実
施
し
ま
す
。

▼
助
成
期
限

　
平
成
27
年
３
月
６
日
（
金
）

日 曜 当 番 医

月　日 当番医 電話番号

10月５日 荒 瀬 病 院 TEL096-234-1161

10月12日 谷 田 病 院 TEL096-234-1248

10月19日 桃 崎 整 形 外 科 TEL096-235-8111

10月26日 荒 瀬 病 院 TEL096-234-1161

doctor

町税などの滞納処分（８月分）

種　別 件数・金額など

家 宅 捜 索 ０件

不 動 産 差 し 押 さ え １件

債 権 差 し 押 さ え 278,228円

交 付 要 求 ０件

公 売 代 金 11,250円

tax

ｉ
お
知
ら
せ

町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
の

各
種
予
防
接
種
に
つ
い
て
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Monthly Information

※
申
請
者
書
類
を
３
月
６
日
（
金
）

　
ま
で
に
提
出
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

①
県
風
し
ん
抗
体
検
査
事
業
に
お

　
い
て
、
予
防
接
種
が
必
要
と
判

　
断
さ
れ
た
妊
娠
を
希
望
す
る
女

　
性
と
そ
の
同
居
者

②
過
去
の
風
し
ん
抗
体
検
査
に
お

　
い
て
、
Ｈ
Ｉ
抗
体
価
が
16
倍
以

　
下
相
当
だ
っ
た
人
の
う
ち
、
妊

　
娠
を
希
望
す
る
人

▼
助
成
額

　
７，

０
０
０
円

※
接
種
費
用
に
よ
り
自
己
負
担
額

　
が
変
わ
り
ま
す
。

※
助
成
回
数
は
、１
人
に
つ
き
１
回
で
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
５
‐
８
７
１
１

　

k
lg
1
1
3
@
to
w
n
.k
o
sa
.lg
.jp

　
10
月
13
日
（
月
）
町
役
場
庁
舎

お
よ
び
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
停
電
を
伴
う
電
気
設
備

の
点
検
の
た
め
、
正
午
か
ら
午
後

５
時
ま
で
、
休
日
窓
口
に
お
け
る

各
種
証
明
書
の
発
行
を
休
止
し
ま

す
。
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
そ
れ
以
外
の
休
日
窓
口

業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、
通
常
ど

お
り
で
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
総
務
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　（
内
線
２
２
５
）

　
k

lg
1
0
2
@
to
w
n
.k
o
sa
.lg
.jp

　「
ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
寄
附
金
」

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
心
温
ま
る
ご
好
意
を

町
の
振
興
の
た
め
に
大
切
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
引
き
続
き
、

多
く
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
皆
様

　
　  

お
名
前  

　
　
ご
住
所

・
益
田
　
倫
孝
様
　
千
葉
県

▼
平
成
26
年
度
寄
附
金
額
合
計

　
２
８
５，

０
０
０
円

　
　
　
　
　
　（
９
月
15
日
現
在
）

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
総
務
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　（
内
線
２
２
４
）

　
k

lg
1
0
2
@
to
w
n
.k
o
sa
.lg
.jp

クリーンセンターへのごみ搬入量（８月分）

種　別 搬入量 前月比較 前年比較

可 燃 ご み 200,780 △12,900 △2,950

資 源 ご み 29,170 4,710 10,730

粗 大 ご み 5,140 570 2,000

合 計 235,090 △7,620 9,780

※単位・㌔ 

      environmental preservation

交 通 事 故 件 数

種　別 発生件数 前年比較

事故件数 ８ （△ 18）

死 者 ０ （△２）

傷 者 10 （△ 21）

９月15日現在（カッコ内は前年比較）

               traffic safety

出 動 火 災 件 数

種　別 発生件数 前年比較

家 屋 １ （０）

原 野 ０ （０）

そ の 他 ０ （△１）

合計件数 １ （０）

９月15日現在（カッコ内は前年比較）

               fire prevention  

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　

　 TEL 096-234-2447（内線 322）　klg110@town.kosa.lg.jp

ｇ
お
礼

ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
寄
附
金

休
日
窓
口
の
各
種
証
明
書
発
行

一

時

休

止

の

お

知

ら

せ

津志田の津志田八幡宮は、平

安時代の承平５（935）年に橘能

貞の勧請により創立され、応神天

皇、仲哀天皇、神功皇后が祭られ

ています。

同社で受け継がれている大神

楽は、熊本県の代表的な神楽であ

る「肥後大神楽」です。神楽は『古

事記』に記されている「天の岩戸

の神話」が起源といわれます。

また、巫女（みこ）舞も伝統

芸能として伝えられ、舞の名称は

「豊栄の舞」です。この舞は全国

各地で舞われているものです。

境内には、イチョウなどの樹

齢を重ねた木々があり、中でも共

に幹回りが５㍍を越える巨木で、

「熊本県緑化推進保存木」に指定

されたクスノキと、「ふるさと熊

本の樹木」に指定されたクスノキ

があります。

地元・津志田では、大祓（お

おはらえ）での茅の輪づくりなど

を受け継いで、同社を地域の拠り

所として大切に敬うと共に、境内

の一部をグラウンド・ゴルフ場と

して整備して、高齢者をはじめと

した地域住民の憩いの場としても

大切にしています。

甲佐町の文化財探訪　〜第17回〜

「津志田の八幡宮」

古きを訪ねて甲佐町を知る
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県
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
ハ
ー
ト

フ
ル
パ
ス
（
障
が
い
者
等
用
駐
車

場
）
に
加
え
、
９
月
か
ら
新
た
に

「
障
が
い
者
等
優
先
駐
車
場
（
青

色
案
内
表
示
）」
の
取
り
組
み
を

始
め
ま
し
た
。

　
歩
行
が
困
難
な
ど
の
た
め
に

ハ
ー
ト
フ
ル
パ
ス
（
駐
車
場
利
用

証
）
を
お
持
ち
の
人
へ
の
優
先
ス

ペ
ー
ス
で
す
。

　
ハ
ー
ト
フ
ル
パ
ス
利
用
者
で
、

駐
車
時
に
広
い
ス
ペ
ー
ス
が
必
要

で
な
い
場
合
は
、
で
き
る
限
り
障

が
い
者
等
優
先
駐
車
場
の
ご
利
用

を
お
願
い
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
思

い
や
り
・
譲
り
合
い
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
お
申
し
込
み
先

　
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
室

　
TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
０
２

　
県
で
は
、
職
業
選
択
の
相
談
を

希
望
す
る
人
を
対
象
と
し
て
職
業

適
性
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
自

己
の
適
職
の
理
解
を
深
め
る
た
め

に
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
検

査
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
実
施
場
所

　
県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン

タ
ー

▼
予
約
受
付
期
間

・
平
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
30
分

・
土
曜
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
30
分

※
日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始
は
閉

　
庁
日
で
す
。

※
費
用
は
無
料
で
検
査
所
要
時
間

　
は
１
時
間
程
度
で
す
。

▼
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　
TEL
０
９
６
‐
３
５
２
‐
０
８
９
５

　
10
月
20
日
（
月
）
〜
26
日

（
日
）
は
、
秋
の
行
政
相
談
週
間

が
全
国
一
斉
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
町
で
は
、
特
設
行
政
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。
行
政
に
対
す
る
ご

意
見
や
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　
10
月
22
日
（
水
）
午
前
９
時
〜

　
正
午

▼
会
場

　
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
相
談
員

　
行
政
相
談
委
員
　
藤
本
玉
留
さ

　
ん
（
仁
田
子
区
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
住
民
生
活
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　（
内
線
１
０
２
）

　

k
lg
1
0
6
@
to
w
n
.k
o
sa
.lg
.jp

　
第
９
回
熊
本
県
南
市
町
村
合
同
公

売
会
お
よ
び
平
成
26
年
度
上
・
下
益

城
郡
合
同
公
売
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
税
金
は
町
に
と
っ
て
大
切
な
財
源

で
あ
り
、
納
税
は
国
民
の
義
務
で
す
。

　
現
在
、
町
で
は
町
税
の
滞
納
者
に

対
し
、
家
宅
捜
索
や
預
金
調
査
な
ど

を
行
い
、
財
産
の
差
し
押
さ
え
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
差
押
財
産
は
公
売

し
て
、
滞
納
税
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

　
今
回
、
税
金
滞
納
者
か
ら
差
し
押

さ
え
た
動
産
を
公
売
す
る
合
同
公
売

会
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
町
税
務

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
９
回
熊
本
県
南
市
町
村
合
同
公
売
会

▼
開
催
日
時

　
10
月
５
日
（
日
）
午
前
９
時
開
場

▼
会
場

　
上
天
草
市
松
島
総
合
セ
ン
タ
ー

　（
上
天
草
市
松
島
町
合
津
４
２
７

　
６
‐
２
３
）

▼
出
品
予
定
数

　
約
２
７
０
品

▼
参
加
団
体

　
甲
佐
町
、
上
天
草
市
ほ
か
11
市
町
村

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
町
公
式
サ

　
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
度
上
・
下
益
城
郡
合
同

公
売
会

▼
開
催
日
時

　
11
月
８
日
（
土
）
午
前
９
時
開
場

▼
会
場

　
御
船
町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

▼
出
品
予
定
数

　
約
２
０
０
品

▼
参
加
団
体

　
甲
佐
町
、
御
船
町
、
嘉
島
町
、
益

城
町
、
山
都
町
、
美
里
町

※
滞
納
者
が
滞
納
税
を
完
納
し
た
場

　
合
は
、
予
告
な
く
公
売
中
止
に
な

　
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
税
務
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
２

　（
内
線
１
１
３
・
１
１
４
）

　

k
lg
2
0
3
@
to
w
n
.k
o
sa
.lg
.jp

・
町
公
式
サ
イ
ト

　
URLh

ttp://w
w
w
.tow
n
.kosa.

　
　ku

m
am
oto.jp/

　
県
で
は
、
11
月
11
日
（
火
）
の

「
介
護
の
日
」
に
ち
な
ん
で
、「
介
護

の
日
ｉ
ｎ
く
ま
も
と
２
０
１
４
〜
Ｗ

ｅ
♡
介
護
な
ん
さ
ま
来
な
っ
せ
〜
」

を
11
月
２
日
（
日
）
に
開
催
し
ま
す
。

　「
笑
い
ヨ
ガ
」
や
「
ク
イ
ズ
介
護

10
月
20
日(

月)

〜
26
日(

日)

は

秋

の

行

政

相

談

週

間

合
同
公
売
会
を
開
催
し
ま
す

ｅ
開
催

ｉ
お
知
ら
せ

「
障
が
い
者
等
優
先
駐
車
場
」
を

利

用

し

ま

し

ょ

う

11
月
２
日
（
日
）
に
「
介
護
の
日

in
く
ま
も
と
」
を
開
催
し
ま
す

職
業
適
性
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を

受

け

て

み

ま

せ

ん

か

ソフトバレーボール＆バレーボール大会結果
Sports

■第 12 回町内バレーボール大会

●期日　８月28日（木）
●会場　甲佐小学校体育館
●大会結果（４チーム）
　優　勝　北部
　準優勝　乙女

▲

優
勝
し
た
北
部
チ
ー
ム

■第 20 回ソフトバレーボール大会

●期日　８月21日（木）
●会場　町トレーニングセンター
●大会結果（８チーム）
　優　勝　乙女ダークホース
　準優勝　あゆの里
　敢闘賞　大町

▲

優
勝
し
た
乙
女
ダ
ー
ク

　
ホ
ー
ス
チ
ー
ム

●主催　甲佐町バレーボール協会（芦原博幸会長）
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甲
子
園
」
な
ど
楽
し
み
な
が
ら
介
護

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

▼
開
催
日

　
11
月
２
日
（
日
）
午
後
１
時
開
演

▼
会
場

　
市
民
会
館
崇
城
大
学
ホ
ー
ル

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
高
齢
者
支
援
課

　
TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
１
７

　
県
で
は
、
森
林
の
持
つ
多
様
な
機

能
や
自
然
の
魅
力
を
県
民
の
皆
さ
ん

に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
第
６

回
森
林
自
然
観
察
・
体
験
教
室
を
産

山
村
の
「
ヒ
ゴ
タ
イ
公
園
キ
ャ
ン
プ

場
」
で
開
催
し
ま
す
。

▼
開
催
日

　
10
月
19
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午

後
２
時
（
受
付
・
午
前
９
時
30
分
〜
）

※
小
雨
決
行

▼
集
合
場
所

　
産
山
村
・
ヒ
ゴ
タ
イ
公
園
キ
ャ
ン

　
プ
場

▼
内
容

　
秋
の
野
の
花
の
観
察
や
、
森
林
と

草
原
の
成
り
立
ち
を
説
明
し
ま
す
。

▼
募
集
定
員

　
40
人

▼
参
加
費

　
５
０
０
円
（
保
険
料
お
よ
び
資
料

代
）

※
小
学
生
以
下
は
３
０
０
円
で
す
。

▼
申
し
込
み
方
法

　
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号

を
記
載
し
て
、
は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
、
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
電
話
で
の
受
け
付
け
は
し
て
お

り
ま
せ
ん
。

▼
お
申
し
込
み
先

　
県
森
林
保
全
課
み
ど
り
保
全
班

　
〒
８
６
２
‐
８
５
７
０
（
住
所
記

　
載
不
要
）　

　
FAX
０
９
６
‐
３
８
５
‐
６
２
７
４����

　
sh
in
rin
h
ozen
@
pref.

　
　ku

m
am
oto.lg

.jp

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
森
林
保
全
課

　
TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
４
５
０

　（
一
財
）
こ
ど
も
未
来
財
団
で

は
、
毎
年
５
月
５
日
の
「
こ
ど
も

の
日
」
か
ら
１
週
間
を
「
児
童
福

祉
週
間
（
５
月
５
日
〜
５
月
１
１

日
）」
と
定
め
て
、
児
童
福
祉
の

理
念
の
普
及
・
啓
発
の
た
め
の
各

種
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
の
児
童
福
祉
週
間

に
向
け
て
、
そ
の
象
徴
と
な
る
標

語
を
募
集
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い

て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に

な
る
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
内
容

　
元
気
で
が
ん
ば
る
子
ど
も
た
ち

を
応
援
す
る
標
語
や
未
来
に
向
け

て
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
な
る
標
語
。

▼
募
集
期
限

　
10
月
20
日(

月)

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　（
一
財
）
こ
ど
も
未
来
財
団

　
TEL
０
３
‐
５
５
１
０
‐
１
８
３
３

　
URLh

ttp
://w

w
w
.

　
　k

od
om
om
iraizaid

an
.or.jp/

　
10
月
11
日
（
土
）
〜
20
日
（
月
）

は
、「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
・

安
心
の
街
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
全

国
一
斉
の
地
域
安
全
運
動
を
実
施
し

ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
地
域
住
民
、
行
政
、

各
種
団
体
、
警
察
が
連
携
し
て
、
犯

罪
の
な
い
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
街
を
つ
く
ろ
う
と
い

う
運
動
で
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会
　

　（
御
船
警
察
署
内
）

　
TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

ｒ
募
集

平
成
27
年
度
　「
児
童
福
祉
週

間
」
標
語
の
募
集
に
つ
い
て

ｃ
く
ら
し
安
全

10
月
11
日
（
土
）
〜
20
日
（
月
）
は

全
国
地
域
安
全
運
動
で
す

第
６
回
森
林
自
然
観
察
・
体
験

教

室

を

産

山

村

で

開

催

第12回ビーチボールバレー大会結果
 Sports

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOUスポーツクラブ」

10月のアユスポ・カレンダー

　●スポンジテニス＆バドミントン

  甲佐小体育館　月曜日　午後７時30分

●少年柔道

甲佐中武道館「甲心館」

月・水・金曜日　午後７時

　●卓球

　町生涯学習センター

　水・金曜日　午後７時30分

　※11日（土）、18日（土）午後６時からも

　行います

●サッカー教室

緑川グラウンド　木曜日　午後７時

甲佐小グラウンド　土曜日　午前９時

※４日（土）はお休みです

　●バスケットボール教室

 甲佐小体育館　火曜日　午後８時

●ジュニアバスケット教室

白旗小体育館　火曜日　午後７時30分

■お問い合わせ先

　I・YOU（アユ）スポーツクラブ事務局
　（町教育委員会社会教育課内）
　 TEL096-234-2447（内線325）
　klg110@town.kosa.lg.jp

幅広い世代で楽しんでいます。
いつでも気軽に来てください。

多田 路央さん

（大町区）

卓球教室

町生涯学習センター・ギャラ
リーモール展のお知らせ

　 　

●期日　８月27日（水）・28日（木）●会場　乙女小学校体育館●主催　町ビーチバレーボール協会（山下繁樹会長）

●フリーの部（参加11チーム）
　優　勝　田原
　準優勝　SUPER JIN（仁田子）
　第３位　シャンクス（宮内）

●50歳以上の部
　（参加４チーム）
　優　勝　スウィートフィッシュ
　　　　　　（上豊内）
　準優勝　横田Ａ
　第３位　上早川ファイヤーズ

▲

優勝した田原チーム

▲

優勝したスウィート

　フィッシュチーム

●乙女小学校　
　全学年の展示作品

▼期間　10月１日（水）

　　　　～31日（金）

▼主催　乙女小学校

▲

９月の展示会　「私の出会った野鳥たち」

●お問い合わせ先　

　町教育委員会社会教育課　

　 TEL 096 ‐ 234 ‐ 2447　

　klg110@town.kosa.lg.jp

Public Relations KOSA
October 201421

Monthly Information



Public Relations KOSA
October 2014 22

 

［
短
歌
］ 

渡
辺
幸
士 

選

　甲
虫
は
く
ぬ
ぎ
林
を
後
に
し
て
児
と
飛
行
機
で
沖
縄

へ
発
つ 

森
田
　
房
恵

一
同
に
家
族
が
揃
う
幸
せ
を
感
じ
て
食
す
夏
の
ひ
と

と
き 

緒
方
　
明
美

息
子
ら
と
佐
俣
の
お
湯
に
久
し
ぶ
り
身
も
心
を
も
軽

く
な
り
た
り 

赤
星
　
文
子

シ
ュ
ワ
ッ
シ
ュ
ワ
ー
氷
の
溶
け
る
音
の
し
て
懐
か
し

き
味
白
き
カ
ル
ピ
ス 

赤
星
　
延
子

広
島
の
災
害
テ
レ
ビ
画
像
見
て
吾
が
身
を
思
い
胸
痛

み
お
り 

松
本
ぬ
い
子

見
舞
い
せ
し
九
十
七
の
母
の
手
を
強
く
握
り
て
「
ま

た
来
る
か
ら
ね
」 

塚
本
　
俊
子

亡
き
友
に
誘
わ
れ
始
め
し
歌
作
り
貴
方
そ
ち
ら
で

作
っ
て
ま
す
か 

内
田
乃
武
子

各
地
で
の
豪
雨
災
害
続
き
い
て
テ
レ
ビ
画
像
に
手
を

合
わ
せ
お
り 

上
村
や
す
美

「
何
食
べ
る
」「
何
で
も
良
い
」
と
返
事
さ
れ
メ

ニ
ュ
ー
浮
か
ば
ぬ
老
い
の
厨
房 

内
田
タ
ミ
エ

い
と
け
な
く
孫
は
歳
月
重
ね
来
て
今
日
の
花
嫁
い
た

く
目
に
沁
む 

塚
原
　
暁
益

何
時
脱
ぎ
て
ゆ
き
し
か
蝉
の
殻
ひ
と
つ
蜘
蛛
の
囲
い

に
絡
ま
り
て
お
り 

上
村
　
か
ず

「
何
も
か
も
無
く
し
ま
し
た
」
と
老
人
は
山
に
真
向

か
い
虚
ろ
に
語
る 
吉
永
由
紀
子

孫
に
児
が
生
ま
れ
て
吾
は
曾
祖
父
か
未
だ
青
春
の
こ

こ
ろ
戸
惑
う 

渡
辺
　
幸
士

 

［
川
柳
］ 

渡
辺
幸
士 

選

　
　
　「
見
物
」

特
攻
の
知
覧
の
手
記
を
見
て
見
た
い 

松
本
ぬ
い
子

盆
踊
り
見
物
客
も
踊
り
出
し
　 

　
布
田
　
愛
子

寝
た
ま
ま
で
外
国
見
物
テ
レ
ビ
旅 

　
伊
豆
野
ヤ
エ

海
外
で
見
物
よ
り
も
土
産
買
い 

　
本
田
長
久
子

あ
ゆ
祭
り
浴
衣
の
波
に
色
気
あ
り 

　
早
　
　
彦
喜

　
　
　「
計
画
」

息
抜
き
を
覚
え
て
街
が
広
く
な
る 

清
川
み
ど
り

計
画
は
通
院
以
外
余
白
で
す 

古
閑
チ
ヨ
ミ

恨
め
し
い
雨
で
計
画
お
流
れ
か 

林
　
　
雅
之

終
の
日
の
プ
ラ
ン
は
神
の
手
に
委
ね 

渡
辺
　
幸
士

 

［
肥
後
狂
句
］ 

北
川
直
美 

選

た
っ
た
こ
し
こ
　
思
っ
た
票
の
は
い
っ
と
ら
ん 

み
ど
り

た
っ
た
こ
し
こ
　
が
ま
だ
し
足
ら
ん
つ
け
の
来
た 

千
　
恵

た
っ
た
こ
し
こ
　
こ
っ
で
一
月
暮
さ
な
ん 

梅
　
香

た
っ
た
こ
し
こ
　
隠
れ
て
ジ
ム
に
通
い
よ
る 

光
　

た
っ
た
こ
し
こ
　
こ
ら
分
く
っ
と
が
大
事
ッ
ぞ 

葵
　

た
っ
た
こ
し
こ
　
春
豆
植
え
て
実
の
入
ら
ん 

公
　
美

た
っ
た
こ
し
こ
　
一
口
入
っ
て
し
ま
う
た
い 

陽
　
子

た
っ
た
こ
し
こ
　
孫
が
笑
う
た
遺
産
分
け 

愛
　
子

た
っ
た
こ
し
こ
　
指
輪
ぐ
っ
さ
り
売
っ
た
の
に 

レ
イ
コ

た
っ
た
こ
し
こ
　
一
晩
が
つ
も
無
ァ
賞
与 

産
　
賀

た
っ
た
こ
し
こ
　
魚
籠
覗
く
な
ら
恥
ず
か
し
か 

直
　
美

う
た
ご
よ
み
　
～ 

神
無
月 

～

　
■
お
問
い
合
わ
せ
先
　
町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）

ヒガンバナ（豊内）
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 住　所 氏　名 性別 保護者

横　田　上田　煌
あ き と

人　男　真　一

下横田　岩永　健
けんしょう

照　男　一　寿

豊　内　米村　悠
ゆ う し ん

臣　男　　宙　

早　川　下原　孝
た か と

叶　男　武　司

上早川　中馬　琉
る き

希　男　拓　也

大　町　田上　　創
はじめ

　男　　満　

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 5,354 △１

女 5,954 △９

計 11,308 △10

世帯数 4,280 ５

平成26年８月31日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

ひ と の 動 き （敬称略）

８月11日（月）～９月10日（水）

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

作り方

①米は、炊く１時間前に洗って

ザルに上げておきます。

②クリをボウルに入れ、たっぷ

りの熱湯を張ります。湯が冷

めるまでそのままにしておく

と、皮が柔らかくなります。

③クリを渋皮ごと包丁でむき、

水に10分ほどさらします。

④炊飯器に①と、水440cc，調

味料をすべてを入れ、底から

混ぜて平らにならし、クリを

入れ炊き上げます。

⑤スイッチが切れたら10分ほ

ど蒸らして、全体を大きく切

るように混ぜてください。

※良いクリの選び方

　ずっしりと重くて鬼皮が固く

張りがあるもの、つやつやと

光沢があるものを選びましょ

う。ペタンと薄いものより、

ふっくらと丸みがあるものを

選びましょう。

　小さな穴が開いていたら、中

に虫がいるかもしれないので

注意しましょう。

　　クリには代謝がよくなるビ

タミンＢ１や、老化やがんの予

防になるビタミンＣを豊富に含

んでいます。また、カリウムも

多く含んでいるので、高血圧の

予防も期待できます。

　本町は意外にも、有名なクリ

の産地である山江村の生産量を

大きく上回っているんです。

　皆さんも町の秋の味覚であるク

リをたくさん味わってください。

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！

秋の味覚　栗ご飯

ご存知ですか？

ご結婚おめでとう
marriage

 住　所 氏　名 

　　夫　大　町　中村　陽一

　　妻　宇城市　宮川　真依

　　夫　白　旗　新改　　学

　　妻　芦北町　吉津　彰子

　　夫　熊本市　渡邉憲一郎

　　妻　横　田　澤村美由紀

　　夫　早　川　西口　　翔

　　妻　熊本市　山下　明莉

材　料（４人分）

米 ………………………２カップ
クリ ………………………300㌘
酒 ………………………大さじ１
しょうゆ ………………小さじ１
みりん …………………大さじ１
塩 ………………小さじ３分の２

［

 住　所 氏　名 年齢 世帯主

西寒野　永野富士男　89　ミツ子

東寒野　宮村キヨ子　89　キヨ子

白　旗　岩永ヤエコ　103　益　夫

早　川　緒方　明利　87　英　明

下横田　桑原　楠子　92　道　昭

府　領　中村フジヱ　88　公　明

［

［

［

　

９
月
12
日
（
金
）
に
開
催
さ
れ
た

第
56
回
熊
日
金
婚
夫
婦
表
彰
式
で
は
、

今
年
は
38
組
の
金
婚
を
迎
え
ら
れ
た

ご
夫
婦
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
金
婚
式
の
ご
夫
婦
が
結
婚
さ

れ
た
の
は
50
年
前
の
１
９
６
４
年
、

前
回
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
た
年
で
す
。
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
で
は
、「
東
洋
の
魔
女
」
と
呼
ば

れ
た
日
本
が
宿
敵
ソ
連
を
倒
し
、
金

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。
ま
た
、

東
海
道
新
幹
線
が
営
業
を
開
始
し
、

当
時
は
「
世
界
で
最
も
速
い
列
車
」

と
し
て
人
気
を
集
め
ま
し
た
。

　

２
人
並
ん
で
の
記
念
撮
影
で
は
、

大
き
く
時
代
が
変
わ
っ
た
年
に
ご
結

婚
さ
れ
50
年
間
共
に
歩
ん
で
き
た
ご

夫
婦
の
間
に
は
、
目
に
は
見
え
な
い

強
い
絆
（
き
ず
な
）
を
感
じ
ま
し
た
。

　

中
に
は
「
並
ん
で
写
真
を
撮
る
の

は
久
し
ぶ
り
」
と
照
れ
笑
い
を
見
せ

て
恥
ず
か
し
が
る
ご
夫
婦
も
い
ら
っ

し
ゃ
っ
て
、
私
も
自
然
と
笑
顔
に
な

り
ま
し
た
。 

（
み
）

編

集

後

記
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こうさ広 報

　「
音
色
に
合
わ
せ
て
心
と
体
が

ス
ウ
ィ
ン
グ
す
る
よ
う
な
、
楽
し

い
ジ
ャ
ズ
を
伝
え
た
い
」
と
語
る

の
は
、
ジ
ャ
ズ
ギ
タ
リ
ス
ト
の
渡

辺
隆
介
さ
ん
（
上
揚
区
出
身
）。

　
10
月
４
日
（
土
）
町
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
「
オ
ー

タ
ム
・
ジ
ャ
ズ
・
コ
ン
サ
ー
ト
」

に
、
ギ
タ
ー
と
サ
キ
ソ
フ
ォ
ン
と

コ
ン
ト
ラ
バ
ス
の
ト
リ
オ
で
出
演
。

ジ
ャ
ズ
の
持
つ
豊
か
な
響
き
の
彩

り
で
、
甲
佐
町
の
輝
く
秋
を
包
む
。

　
脱
サ
ラ
後
に
ピ
ア
ノ
バ
ー
を
経

営
し
て
い
た
父
親
の
姿
を
見
て

育
っ
た
渡
辺
さ
ん
。「
15
歳
の
と

き
、
そ
ん
な
父
親
が
か
っ
こ
い

い
」
と
思
っ
て
始
め
た
ギ
タ
ー
。

「
20
歳
ご
ろ
か
ら
ジ
ャ
ズ
を
始
め
、

の
め
り
込
ん
だ
。
父
親
の
店
に
来

る
プ
ロ
演
奏
家
を
間
近
で
感
じ
る

中
で
暮
ら
し
て
い
た
か
ら
、
プ
ロ

へ
の
道
は
現
実
的
な
仕
事
と
し
て

自
然
に
見
え
て
い
た
」
と
振
り
返

る
。
２
０
０
５
年
に
は
音
楽
を
追

及
す
る
た
め
カ
ナ
ダ
へ
渡
り
、

ビ
ッ
グ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
演
奏
に

触
れ
て
１
年
間
滞
在
。
帰
国
後
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加

し
な
が
ら
ジ
ャ
ズ
を
学
ん
だ
。

　「
昔
な
が
ら
の
、
50
〜
60
年
代

の
ジ
ャ
ズ
が
好
き
。
カ
ウ
ン
ト
・

ベ
イ
シ
ー
な
ど
が
表
現
す
る
楽
し

さ
や
ハ
ッ
ピ
ー
が
い
い
」
と
渡
辺

さ
ん
。
ジ
ャ
ズ
ギ
タ
ー
の
伝
統
に

則
っ
た
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
持

つ
自
然
な
音
色
で
、
心
地
良
く
歌

う
ス
ウ
ィ
ン
グ
が
演
奏
の
持
ち
味
。

　
現
在
、
九
州
各
地
を
中
心
に
精

力
的
に
演
奏
活
動
に
励
む
。「
プ

ロ
に
な
る
と
、
東
京
や
海
外
を
目

指
し
て
出
て
行
く
人
が
多
い
。
自

分
は
、
地
方
に
い
て
も
一
流
の
人

と
ツ
ア
ー
を
開
催
し
た
り
Ｃ
Ｄ
な

ど
を
制
作
し
た
り
し
て
、
芸
術
家

や
舞
台
に
立
つ
人
た
ち
が
地
方
で

も
活
躍
で
き
る
よ
う
に
と
い
う
思

い
で
活
動
し
て
い
る
」
と
語
る
。

　「
ジ
ャ
ズ
に
は
筋
書
き
が
な

い
」
と
話
す
渡
辺
さ
ん
。「
ほ
か

の
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
に
は
な
い
、

即
興
性
の
高
い
ア
ド
リ
ブ
演
奏
や

目
で
の
合
図
で
通
じ
合
う
演
奏
者

同
士
の
掛
け
合
い
、
会
場
の
雰
囲

気
に
合
わ
せ
た
選
曲
や
演
奏
な
ど
、

そ
の
瞬
間
に
し
か
な
い
ジ
ャ
ズ
の

音
色
の
面
白
さ
、
楽
し
さ
を
感
じ

て
ほ
し
い
」
と
魅
力
を
語
る
。

ジ
ャ
ズ
の
楽
し
い
音
色
に
乗
っ
て

心

地

良

い

ス

ウ

ィ

ン

グ

を

わたなべ りゅうすけ / プロ

ジャズギタリストとして県内

を中心に九州各地で演奏活動

を行い、昔ながらのジャズギ

ターの豊かな音色を届ける

〔上揚区 出身〕

渡辺 隆介さん
Watanabe Ryusuke

Kosa
Style
こうさ スタイル


